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釧路支部関係の秋の行事

釧路市
１

　

０．月

　

１

健

９

康

２

まつり

〇

　

日

　　

於

　

オリエンタルホテル

釧路支部レクリエショ
１

　

０月

　

２

　

８

　

日

ン

　

於

　

標茶町・茅沼温泉

ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病･医療講演会・相談会
１

　

１．月４日 於

　

釧路市身陪障害者福祉センター

ﾊﾞづﾔｰか道東支部結成大会
・

　

１

　

月

　

２

　

５

　

日 於

　

釧路市福祉会館

　

【目

　　

次】

・支部役員会終わる・
.
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支
部
役
員
会
終
わ
る

◆
役
員
会
討
議
事
項

　

十
月
六
日
・
支
部
役
員
会
を
開
催
し
、

事
項
を
協
議
し
、
決
定
さ
れ
た
。

次
の

一
、
釧
路
市
健
康
ま
つ
り
へ
の
参
加

①
保
随
所
の
保
健
婦
さ
ん
に
協
力
要
請
を
す
る
。

②
難
病
連
釧
路
支
部
か
ら
の
参
加
体
制

・
十
九
日
・
・
石
井

　
　

彰
・
鈴
木

　

裕
子

　
　
　
　
　
　

・
橋
本

　

秀
子
・
小
栗

　

恒
穂

　
　
　
　
　
　

・
渡
部
小
夜
子
・
田
名
部
章
子

　
　
　
　
　
　

・
諸
橋

　

国
明

・
二
十
日
・
・
上
田

　
　

弘
・
鈴
木

　

裕
子

　
　
　
　
　
　

・
橋
本

　

秀
子
・
小
栗

　

恒
穂

　
　
　
　
　
　

・
渡
部
小
夜
子
・
田
名
部
章
子

　
　
　
　
　
　

・
諸
橋

　

国
明

③
難
病
連
釧
路
支
部
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ

・
「
な
ん
れ
ん
」
釧
路
支
部
版
を
発
行
し
て
患

　

者
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

・
「
な
ん
で
も
」
相
談
出
来
る
よ
う
な
呼
掛
け

　

と
す
る
こ
と
。

④
当
日
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ

・
難
病
連
を
Ｐ
Ｒ
す
る
配
布
物
を
用

　

意
す
る
。

　

（
説
明
書
・
協
力
会
入
会
趣
意
書

　
　

な
ど
）

・
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
街
頭
署
名
を
こ
の
日
に

　

変
え
て
実
施
す
る
。

二
、
釧
路
支
部
機
関
誌
の
発
行

①
原
稿
依
頼
を
し
て
い
る
が
、
到
着

　

し
た
の
は
リ
ウ
マ
チ
部
会
の
一
件

　

だ
け
で
あ
る
。

②
釧
路
支
部
の
事
業
計
画
で
は
八
月

　

の
発
行
と
な
っ
て
い
た
が
、
十
月

　

号
と
し
て
発
行
す
る
。

三
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
署
名
活
動

①
支
部
に
署
名
用
紙
が
到
若
し
て
い

　

る
。

②
全
国
一
斉
の
街
頭
１
　
名
は
十
月
十

　

日
に
行
わ
れ
た
。

③
昨
年
の
街
頭
署
名
は
、
腎
臓
提
供

パーキンソン病の

　

医療講演会・相談会実施
テーマ・ノ｀ｉ-こ￥こ／ソこ／病μ７）

　

i講

　

師・札幌・北祐会神経内科病院

　　　　　

i台揺i!と日宍などEI三丿舌

　

ｉ

　　　　

院長浜

　

田

　

毅先生

F=ll陪・１

　

１月４日（日）

　　

ｌ助言者・釧路労災病院・神経内科

諸

　

方

　

昭

　

彦

　

先生

本

　

間

　

早

　

苗

　

先生

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
１
ｉ

日

　

時・ﾆL

　

I.月４日（日）

　　　　

受付開始・１２時３０分

　　　　

開

　　

会・１３時００分

　　

札幌北祐会神経内科病院

　　　

出

　

井

　　

聡

　

先生

催・全国パーキンソン病

　　

北海道支部

　　

受付開始・１２時３０

　　

開

　　

会・１３時００

場・釧路市川北4-1 7会

共

　

催・北海道難病連・釧路支部
後援・北海道立・釧路保健所

　　　　

釧路市身体障害者福祉センター

　　　　

電話・２５・20 12

　　　　　　　

24・7471
内

　

容・パーキンソン病の正しい知識の啓蒙と

　　　　

療養生活についての指導と援助を行う

　　　　

個別相談にも応じます

受講料・無

　

料（どなたでも受講できます）

　　　　　　　　　　　　　　　　

－１－



パージャー病

道東支部結成大会
釧路･根室地方のバージャー病で悩んでいる人達が､お互いの経敬交淀と病気に
対する正しい知識の習得ー並びに問題点の肺胃をはかりながら､親睦を含めた行
事を行う道東の支部を設立します.

日　時･ 1 1月25日(日)　間合先
釧路市新川町1 7-6 1 3

石　井　　彰

電話　25･3289

阿寒町1 7液32
炭　野　信　好

電話　66･2351と･なてでも参カロで~きます

13時より

場　所･釧路市幸町9-1
釧路市福祉会館　2将　音楽室

電話　23･6471

当日の参加費は無料です｡
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●

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
併
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
i
)
.

･
な
ど
の
状
況
か
ら
､
J
P
C
の
街
頭
署
名
行

動
は
十
月
十
九
二
一
十
日
の
健
康
ま
つ
り
に

実
施
す
る
｡

･
役
兵
舎
参
加
部
会
で
署
名
用
紙
を
持
ち
帰
り
､

部
会
内
で
の
署
名
協
力
を
お
願
い
す
る
｡

･
釧
路
支
部
と
し
て
は
､
第
1
回
の
集
約
を
十

月
末
と
す
る
｡

･
署
名
等
の
美
枝
(
支
部
･
部
会
の
扱
い
)
は
､

実
施
し
た
人
の
自
主
的
判
断
に
ま
か
せ
る
｡

･
鐘
康
ま
つ
り
の
当
日
は
募
金
箱
も
用
意
す
る
.

四
'
釧
路
支
部
レ
ク
リ
エ
-
,
ノ
ヨ
ン

二
玉
名
以
上
に
な
れ
ば
､
温
泉
の
パ
ス
が
送

迎
し
て
く
れ
る
｡

･
雨
天
決
行
･
途
中
で
の
バ
ス
乗
車
は
認
め
な

い
｡

･
自
家
用
車
二
台
を
随
行
さ
せ
る
｡

･
申
し
込
み
方
法

藤
原
病
･
肝
炎
･
リ
ウ
マ
チ
･
腎
友
会
に

つ
い
て
は
､
部
会
で
参
加
集
約
す
る
｡

そ
の
他
の
会
員
に
つ
い
て
は
､
事
務
局
の

留
守
番
電
話
で
対
応
す
る
｡

.
景
品
を
用
意
し
て
の
ゲ
ー
ム
を
計
画
す
る
｡

五
､
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
医
庶
講
演
会

･
相
談
会
も
含
め
下
記
の
と
お
り
実
施
す
る
｡

開
催
日
時
‥
平
成
二
年
十
1
月
四
日
八
日
)

午
後
　
十
三
時
-
一
六
時

開
催
場
所

釧
路
市
身
体
降
著
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

講

　

　

師

日

　

　

程

釧
路
市
川
北
町
四
-
十
七

電
話
　
二
五
二
一
〇
一
二

二
四
･
七
四
七
1

北
祐
会
･
神
経
内
科
病
院

院

長

　

浜

田

　

毅

　

先

生

受
付
阿
始

開

　

　

会

講
演
終
了

相
談
会
･

終

　

　

了

二
時
三
〇
分

三
時
0
0
分

五
時
0
0
分

五
時
1
五
分

･
p
R
は
､
管
内
町
村
(
十
市
町
村
)
の
広
報

誌
･
北
海
道
新
開
･
釧
路
新
町
･
各
放
送
局

に
協
力
要
請
す
る
｡

六
､
バ
ー
ジ
ヤ
ー
病
の
道
東
支
部
結
成

か
ね
て
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
た
バ
ー
ジ
ヤ

ー
病
の
道
東
支
部
が
､
九
月
1
　
二
百
の
第
一

回
設
立
世
話
人
会
に
お
い
て
､
次
の
と
お
り
結

成
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
｡

･
釧
路
･
根
室
支
庁
を
包
括
し
た
粗
放
と
な
る
｡

･
詰
成
当
初
は
経
費
が
多
く
か
か
る
の
で
､
潮

路
支
部
で
は
地
域
部
会
援
助
費
で
二
万
円
を

助
成
す
る
｡

･
結
成
当
日
は
､
釧
路
支
部
役
員
並
び
に
会
員



釧路市健康まつり
日　時･ 10月19日

10時-16時30分
10月20日

9時-15時30分

場　所･オリエンタルホテル
新館

内　容･体力謝定
宴たきり老人介護教室
ヘルシー栄養相談

に菱義鮎覚
施療クイズにアタック
学校給食展示
学校給食で舌つづみ
藁のパネル展と相談
医療積器展
腎バンク萱鐘受付
がんパネル馬
経度パネル展
福祉施設の手づくり晶展示

なノして■も相談
気畢堅Lこ相毒炎

あをf二の参力一打を
お待ちしノてます

の
参
加
協
力
を
お
願
い
す
る
｡

支
部
発
足
日
時

十
1
月
二
五
日
　
1
三
時
よ
り

大
鵬
鴇
銅
倉
竺
撃
音
葦

主
催
著
名

北
海
道
バ
ー
ジ
ヤ
ー
帝
友
の
会

北
海
道
バ
ー
ジ
ャ
ー
稀
友
の
会
こ
漣
東
支

部
設
立
世
話
人
会

当
日
は
､
道
東
支
部
の
活
動
の
す
す
め
方
な

ど
を
協
議
す
る
｡

道
東
支
部
規
約
並
び
に
役
員
体
制
を
決
定
す

る
｡

『
な
ん
で
も
相
談
』
　
へ是

非
ど
う
ぞ

十
月
十
九
二
宇
目
の
二
日
間
､
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
新
館
に
お
い
て
､
釧
路
市
の
市
民

建
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
別
表
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
｡

な
お
'
こ
の
催
し
に
は
'
発
病
連
釧
路
支
部

も
襲
帝
相
談
と
い
う
名
目
で
｢
な
ん
で
も
相
談
｣

と
し
て
､
ど
ん
な
事
で
J
相
談
を
受
け
付
け
る

事
に
し
､
相
談
内
容
に
よ
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

培
介
す
る
方
式
で
参
加
し
ま
す
｡

ま
た
､
飾
蕗
保
縫
所
の
保
健
婦
さ
ん
の
協
力

い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
て
い
き
ま
す
｡

つ
ノ

釧
路
支
部

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

十
月
二
八
日
に
実
施

今
年
度
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
'
別
表
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
.

普
段
､
腰
を
合
わ
せ
る
事
の
な
い
患
者
さ
ん

同
志
､
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
経
敏
交
涜
を
は

か
り
ま
せ
ん
か
｡

支
部
会
夷
多
勢
の
､
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
｡

●



●

月　日･10月28日(日)

行き先･茅沼･ ･いこいの家
会　費･個人負担

大人･1500円
′ト人･ 1000円

(小学生以上)

出発時間･ 10時00分

帰釧時間･ 15時00分
集合時間･ 9時50分
集合場所･市民文化会虎

某監車場
のりもの･茅沼温泉のパス利用

( 2 5名以上の場合)

申込期限･ 10月20日

参加申込･二つの方法で受け付ける
･部会で集約する金

次の部会の方は､各部会の役員
さんに申し込んで下さい｡

藤原病部会
肝炎部会
リウマチ部会
釧路地方腎友会

留守番電話で受け付ける｡
上記部会以外の方はー支部事
務所の留守番電話に申し込ん
で下さい｡
なお～上記部会の方でも利用
して詰格です｡

番号蔓芝≡3:⊆正詔です

-4　-･

●

釧

路

支

部

レ

ク

の

内

容

回
品
働
巴
.
.
-
.
.
.
.
-
.
.
.
.
.
.
.
.
.
-
-
.
-

『
手
芸
の
集
い
』

を
実
施
し
て

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

釧
路
ひ
ま
わ
り
会

岩

　

崎

　

洋

　

子

朝
路
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
で
は
､
五
月
･
六
月

の
二
回
､
手
芸
講
習
を
実
施
致
し
ま
し
た
｡

リ
ハ
ビ
リ
-
を
か
ね
て
の
活
動
で
し
た
が
､

1
回
目
は
､
小
林
横
の
指
導
の
も
と
に
J
和
紙

の
チ
ッ
シ
ュ
入
り
の
箱
を
作
り
ま
し
た
が
､
ハ

サ
ミ
が
う
ま
く
使
え
な
い
人
で
も
､
時
間
を
か

け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
､
他
の
会

に
無
い
感
動
を
覚
え
る
も
の
で
し
た
｡
出
来
上

が
っ
た
作
品
を
手
に
､
喜
び
の
歓
声
を
上
げ
ら

れ
た
光
景
は
､
今
で
も
思
い
出
さ
れ
て
参
り
ま

す
｡

二
回
目
は
､
乱
が
毛
糸
の
カ
バ
ー
の
篇
み
方

を
指
導
し
ま
し
た
｡
籍
に
変
形
の
あ
る
方
､
手

首
の
痛
い
人
も
､
1
針
一
針
､
縮
ま
れ
ま
し
た
｡

家
の
中
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
私
達
で
す
が
､

こ
の
よ
う
に
､
患
者
ど
う
し
で
楽
し
み
を
分
か

ち
会
い
･
痛
み
を
亡
貰
て
1
日
､
笑
い
の
中
に

過
ご
し
ま
し
た
｡

私
達
､
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
は
､
薬
の
み
に
た

よ
ら
ず
､
日
常
生
活
に
注
意
し
'
リ
ハ
ビ
リ
-

は
受
身
で
行
う
の
で
は
な
く
､
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
､
よ
り
効
果
を
生
む
こ
と
で
あ
り
､

大
切
だ
と
云
う
こ
と
が
訳
か
り
ま
し
た
｡

前
向
き
に
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
を
し
､
少
し
で

も
明
る
い
生
清
を
す
る
よ
う
､
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
｡
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ウ
イ
ル
ス
肝
炎
部
会

肝
ガ
ン
検
診
終
わ
る

受
診
者
累
計
一
万
人
突
破

北
海
道
肝
炎
友
の
会

耕
路
地
方
支
部

小

　

乗

　

恒

　

穂

北
海
道
肝
炎
友
の
会
･
釧
路
地
方
支
部
の
肝

ガ
ン
集
団
検
診
が
､
九
月
八
日
･
別
海
町
､
九

月
九
日
･
釧
路
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
｡
札
幌
医

大
教
授
の
福
田
守
道
先
生
を
団
長
と
す
る
､
肝

戚
清
専
門
医
･
美
馬
先
生
(
動
医
協
札
幌
中
央

病
院
)
ほ
か
五
十
人
の
検
診
団
に
よ
り
､
超
音

波
腹
部
検
査
･
血
清
検
査
･
医
療
相
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
.

こ
の
検
診
は
､
肝
ガ
ン
を
含
む
肝
席
病
の
早

期
発
見
･
早
期
治
硬
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
.

今
回
は
釧
路
市
･
別
海
町
の
二
ヶ
所
で
二
八

〇
名
位
が
受
診
さ
れ
､
釧
路
の
検
診
で
は
､
全

道
の
検
診
者
取
が
一
万
人
に
突
破
す
る
と
い
う

こ
と
で
､
各
テ
レ
ビ
局
･
報
道
関
係
者
の
取
材

が
あ
り
､
受
診
し
て
い
た
皆
さ
ん
は
､
繋
現
し

て
い
ま
し
た
｡

ラ
ッ
キ
ー
に
も
7
万
人
日
の
方
は
､
釧
路
市

大
川
町
の
小
林
チ
エ
子
(
友
の
会
員
)
さ
ん
に

当
り
､
小
林
さ
ん
は
大
尊
び
'
こ
れ
か
ら
も
｢

肝
鷹
病
に
ま
け
ず
頑
張
り
ま
す
｣
と
話
し
て
い

ま
し
た
｡

来
年
も
肝
ガ
ン
検
診
を
実
施
す
る
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
'
肝
臓
病
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方

は
､
ぜ
ひ
来
年
は
受
診
し
て
み
て
下
さ
い
｡

矧
田
E
B
i
S
替
E
m

腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
わ
る

釧
路
地
方
腎
衣
食
で
は
､
十
月
七
日
に
全
国

f
斉
の
腎
煉
鍵
供
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

し
た
+こ

の
活
動
は
'
昭
和
五
六
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
､
当
初
は
､
患
者
会
(
全
野
塩
･
飼

育
舎
)
単
独
の
行
事
で
あ
り
ま
し
た
.
し
か
し
､

昭
和
六
一
年
か
ら
厚
生
省
の
腎
移
植
推
進
月
同

に
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
.

今
年
度
は
次
の
三
つ
を
日
韓
と
し
て
､
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
｡

①
啓
蒙
活
動
だ
け
で
な
く
､
実
質
的
な
バ
ン
ク

萱
鐘
を
目
指
す
｡

⑳
関
係
団
体
と
協
力
し
て
進
め
る
｡

⑧
家
族
萱
鐘
を
進
め
る
｡

●

な
お
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
'
会
員
･
家

族
の
二
十
一
名
が
参
加
し
､
道
行
く
市
民
に
腎

腰
捉
供
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
｡

シ
ー
グ
レ
ー
ス乗

船
記

奈
良
　
達
也
(
四
五
才
)

市
立
釧
路
捻
合
病
院
･
透
析
歴
五
ケ
月

九
月
二
日
｢
日
曜
日
J
､
我
ら
市
立
病
院
グ

ル
ー
プ
は
､
佐
藤
信
洋
幹
事
が
絶
対
の
自
信
を

持
っ
て
企
画
立
案
し
た
'
遊
覧
船
r
シ
ー
グ
レ

ー
ス
｣
に
よ
る
霧
多
布
周
遊
レ
ク
に
集
合
し
た

EgI　∵ま
ず
最
初
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
コ
ー
ス
の
変
更

で
あ
っ
た
.
当
日
は
高
波
の
た
め
酉
港
周
遊
と

な
り
､
従
っ
て
時
間
も
予
定
の
半
分
､
二
時
間

に
短
楯
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
グ
ル
ー
プ
の
中

は
賛
否
両
論
で
あ
っ
た
が
､
私
は
正
直
言
っ
て

ホ
ッ
と
し
た
｡
も
と
も
と
等
多
布
で
あ
ろ
う
が

西
港
で
あ
ろ
う
が
､
た
だ
の
船
で
あ
る
.
短
い

に
越
し
た
事
は
な
い
と
い
う
の
が
私
の
本
音
で

あ
っ
た
｡

さ
て
間
も
な
く
出
航
し
た
股
は
'
穏
や
か
に

我
ら
を
運
び
､
船
内
も
ま
た
な
ご
や
か
な
一
群

●
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で
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
そ
れ
は
つ
か
の
間
の
安

ら
ぎ
で
も
あ
っ
た
｡
突
然
､
船
は
激
し
く
ロ
ー

リ
ン
グ
を
始
め
､
船
内
の
我
ら
は
も
ち
ろ
ん
､

他
の
客
も
含
め
騒
然
と
な
っ
た
｡
前
方
を
見
て

い
た
私
は
､
テ
レ
ビ
の
場
面
で
見
た
事
の
あ
る

よ
う
な
船
首
が
グ
ー
ン
と
下
が
っ
て
い
く
あ
り

さ
ま
に
恐
怖
を
準
え
'
そ
れ
を
他
人
に
悟
ら
れ

な
い
よ
う
､
落
ち
着
い
た
素
振
り
の
見
栄
を
は

る
事
に
務
め
た
｡
そ
の
時
､
一
緒
に
連
れ
て
行

っ
た
小
学
五
年
生
の
息
子
が
前
席
か
ら
振
り
返

り
｢
パ
パ
こ
の
喝
本
当
に
大
丈
夫
な
の
｣
｡

開
か
れ
た
私
は
無
言
で
､
た
だ
う
な
ず
く
の
が

勢
一
杯
で
あ
っ
た
｡
佐
藤
幹
事
は
既
に
そ
の
役

務
を
自
ら
放
棄
し
て
い
た
｡
日
頃
は
佐
藤
氏
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
心
か
ら
敬
服
し
て
い
る
が
､

い
か
ん
せ
ん
肉
体
の
弱
き
に
は
さ
す
が
の
佐
藤

氏
も
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
､
こ
れ
も
ま
た
私
は

心
か
ら
同
情
す
る
｡

そ
ん
な
訳
で
､
洋
上
の
ロ
マ
ン
を
求
め
た
イ

メ
ー
ジ
は
散
々
た
る
結
束
を
迎
え
た
が
､
そ
れ

は
そ
れ
､
我
ら
･
.
D
あ
の
｢
シ
ー
グ
レ
ー
ス
｣
の

横
に
こ
れ
か
ら
の
波
乱
万
丈
の
人
生
を
嫌
々
乗

り
切
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

を
教
え
ら
れ
た
‥

乱
だ
け
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
､
素
晴
ら
し

い
レ
ク
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
､
佐
藤

さ
ん
今
後
も
よ
ろ
し
く
･
･

●

第
五
五
回
･
理
事
会
報
告

九
月
三
十
日
､
難
病
セ
ン
タ
ー
に
て
第
五
五

回
(
通
算
第
1
三
一
回
)
の
理
事
会
が
開
か
れ

ま
し
た
｡
そ
の
時
の
協
議
事
項
な
ど
を
簡
単
に

報
告
し
ま
す
.

〓
1
九
九
〇
年
度
　
逼
･
札
幌
市
･
全
道
市

町
村
へ
の
統
一
要
望
事
項
に
つ
い
て
｡

①
昨
年
度
要
望
事
項
の
再
検
討
を
行
い
､
次
の

項
目
を
追
加
･
修
正
す
る
.

･
障
寄
年
金
支
給
g
=
止
後
'
三
年
失
態
制
度
の

廃
止
を
国
に
要
望
す
る
｡

･
特
定
疾
患
認
定
証
の
取
り
扱
い
普
及
に
つ
い

て
道
に
要
望
す
る
｡

特
に
､
身
障
二
二
級
､
生
保
該
当
者
の
萱

鐘
推
進
｡

･
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
･
後
縦
聖
甘
骨
化
症
な
ど

の
疾
患
で
､
対
象
の
境
界
に
い
る
患
者
に
つ

い
て
､
不
公
平
と
な
ら
な
い
よ
う
に
診
断
書

の
取
り
扱
い
の
配
慮
を
医
師
に
求
め
る
よ
う

周
知
す
る
こ
と
｡

･
障
寄
年
金
三
鼓
(
厚
生
年
金
)
及
び
'
持
寄

基
礎
年
金
二
親
受
給
者
で
､
症
状
安
定
者
に

つ
い
て
診
断
書
の
取
り
扱
い
の
配
慮
を
求
め

る
よ
う
医
師
会
に
求
め
る
｡

.
血
友
病
友
の
会
の
要
望
事
項
を
整
理
す
る
｡

･
小
鳩
会
要
望
事
項
に
､
高
等
養
護
学
校
の
充

実
を
入
れ
る
｡

.
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
の
バ
ス
乗
降
ス
テ
ッ
プ
等

の
要
望
を
取
り
入
れ
る
｡

･
人
工
虹
門
島
耽
部
会
の
社
会
適
応
訓
練
事

業
に
つ
い
て
取
り
入
れ
る
｡

･
低
肝
の
実
態
調
査
の
要
望
を
す
る
｡

.
他
の
部
会
要
望
は
､
個
別
要
望
と
し
て
添
付

す
る
｡

･
全
道
市
町
村
の
要
望
は
昨
年
度
同
棲
と
す
る

が
､
各
市
町
村
で
要
望
が
あ
れ
は
個
別
対
応

と
す
る
.

二
)
1
九
九
f
年
度
　
対
道
要
望
予
定
に
つ
い

て
(
一
般
会
計
)

来
年
度
の
章
琴
†
算
に
つ
い
て
､
特
に
考
慮

を
要
す
る
事
項
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

◆
収
入
関
係

･
新
加
入
団
体
分
の
璽
壷
分
補
助
金
を
増
額

要
望
す
る
｡

･
福
祉
砥
器
事
裳
会
計
の
繰
越
益
金
を
､
基
本
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財
産
へ
繰
入
れ
､
利
息
の
増
加
を
行
う
.

･
事
務
局
人
件
費
補
助
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ

る
.

･
募
金
箱
･
協
力
会
の
取
り
組
み
強
化
を
要
望

す
る
｡

◆
支
出
園
係

･
部
会
へ
の
配
分
方
法
を
､
理
事
会
で
徹
底
的

に
協
議
す
る
｡

･
支
部
運
官
費
の
増
額
を
ほ
か
る
.

･
I
手
周
年
の
薄
み
立
て
を
す
る
｡

･
し
お
り
･
ポ
ス
タ
ー
の
発
行
年
で
あ
る
｡

･
会
議
費
･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
費
の
増
額
が

必
要
で
あ
る
｡

･
全
道
集
会
の
地
方
尉
催
年
で
あ
る
.

･
車
両
類
の
整
理
･
琴
l
e
C
々
の
導
入
を
す
る
.

･
事
務
局
員
の
手
当
類
で
増
頓
と
な
る
｡

･
事
務
局
責
の
定
年
退
職
(
五
〇
才
)
が
予
定

さ
れ
て
い
る
｡

･
実
態
調
査
報
告
書
の
印
刷
･
販
売
を
行
､
つ
｡

三
)
十
勝
支
部
事
務
所
の
常
設
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
､
十
勝
支
部
の
事
務
所
が
開
設

さ
れ
る
予
定
で
す
｡

･
福
祉
機
器
事
業
帯
広
営
業
所
と
併
設
と
す
る
｡

･
フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
社
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
の
管
理
を
担
当
す
る
｡

･
モ
デ
ル
的
事
業
と
し
て
取
り
親
む
｡

･
開
設
場
所
･
音
広
市
西
五
条
南
三
〒
百

･
開
設
月
日
二
九
九
〇
年
二
月
八
日

･
飼
設
両
横
二
三
･
五
坪

四
)
北
海
道
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
の
脱
退

に
つ
い
て

･
同
会
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
決
定
が
長
引

い
て
い
る
｡
同
会
の
復
帰
を
願
う
立
場
で
､
文

事
に
よ
る
当
面
す
る
軍
務
手
鏡
き
を
行
い
'
方

向
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
｡

五
)
事
業
会
計
の
債
権
豊
理
に
つ
い
て

六
)
道
内
地
域
患
者
会
話
動
の
動
向
と
議
題
､

方
針
に
つ
い
て

七
)
全
道
集
会
の
篤
括
･
評
価

･
参
加
者
麓
数
･
四
三
七
名
(
V
O
含
む
)

･
過
去
最
大
の
参
加
者
(
札
幌
開
催
)

八
二
九
九
1
年
の
全
道
集
会
開
催

来
年
の
全
道
集
会
は
地
方
開
催
年
で
あ
り
ま

す
｡
理
事
会
で
も
過
去
何
回
か
討
論
を
行
っ
た

が
､
九
月
十
三
日
付
で
室
蘭
支
部
か
ら
｢
支
部

7
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
｣
旨
の
文
寄
要
望
が

あ
り
､
次
の
と
お
り
園
催
場
所
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
｡

●

･
甫
催
予
定
日
二
九
九
一
年
七
月
二
八
日

･
集
会
会
場
‥
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

･
宿
泊
予
定
数
･
四
〇
〇
名
程
度

･
参
加
費
用
-
大
人
･
一
五
､
0
0
0
円

小
人
･
七
､
0
0
0
円

交
通
費
は
不
要

九
)
J
P
C
の
国
会
請
願
署
名

･
十
月
十
日
に
全
国
1
斉
街
頭
署
名
実
施
｡

･
釧
路
支
部
で
は
'
十
九
･
二
十
日
の
｢
鯉
康

ま
つ
り
｣
の
時
に
実
施
す
る
｡

･
取
扱
期
日
は
二
月
末
と
す
る
｡

十
)
J
P
C
全
国
交
流
集
会
の
参
加

各
部
会
･
支
部
か
ら
の
参
加
希
望
者
が
い
な

く
､
今
回
は
事
務
局
研
修
を
兼
ね
て
参
加
す
る
.

･
月
日
･
十
一
月
十
七
･
十
八
日

･
場
所
･
神
戸
市
　
し
あ
わ
せ
の
村

十
こ
支
部
長
交
替
の
承
認

･
北
見
支
部
で
山
田
持
7
氏
か
ら
藤
井
英
吸
氏

に
交
替
し
た
｡



･r■■■■■■■''■~~~
wINdl■■lNLLPtNKMZl脚-■-l■-llIllhLM4MP-*ll小一■-LLN-MIJけLPl～■■一〇

1

葦みんなの難病センターです　　喜

喜　　このようにご利用いただけます董
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　享
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一般の方もご利用下さい

相牧童-医療･福祉制度.年金.福祉畿蕃･法律などの相鉄と7

ドバイス｡電話･手紙･ご来所.いつでもどうぞ｡

(毎遵月尽日～金確EI /午前10時～午後5時)

金3皇一息着金.鮮害者団休などの合議.講済会･研♯会などに

どうぞ｡ビデオ,スライド. OtTP.映写乱録音親な

ど,各租設備を用意してあります｡

直垂卜入院待ち･通昆･お見舞いなど･患者. ='家族の方々や
患者会などの会合.新書会などにご利用いただけます.

走月16人/iRJ雀(4) ･洋室(1)

安全設備-あらゆる事態に備え,万全の設備を備えています｡安心

してご利用下さい｡

その他-福祉機等の展示,相乳患者会活動のための印刷設備な

どご利用いただけます｡

粥館E]-1月7日から12月27日まで(鹿時休正目があります)○

利用時間は午前9時～午後9時(会議室)

-8-
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